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注意事項          _

(1)次の配布物が正しく配られていることを確認すること。
問題冊子 1冊
解答用紙 2枚

(2)こ の問題冊子には,合計 8題が出題されている。
問題 1 地質学    問題 2 古環境学・古生物学  問題 3岩 石学・鉱物学
問題 4 化学     問題 5 熱力学        問題 6カ 学
問題 7 電磁気学   問題 8 物理数学

(3)第 1志望・第 2志望 ともに,岩石循環科学;地球進化史,古環境学,惑星系形成進化学 ,
有機宇宙地球化学,無機生物圏地球化学,地球惑星物質科学,地球外物質学,地球惑星博物
学の各研究グループを志望する受験生は, 8問題のなかから任意に 2問題を選択すること。

(4)第 1志望または第 2志望で,太陽地球系物理学,宇宙地球電磁気学,大気流体力学,気
象学・気候力学,地球深部物理学,地球内部ダイナミクス,観測地震・火山学の各研究グル
ープを志望する受験生は,問題 5～ 問題 8(上記の下線を引いた問題)のなかから少なくと
も 1問題を含む,合計 2問題を選択すること。下線を引いた問題以外から2問題を選択した
場合は,無効 (0点)と するので注意すること。

(5)解答は,問題毎に別の解答用紙を用い,枠内に記入すること (裏面使用可)。

(6)三枚の解答用紙にそれぞれ,受験番号,氏名,選択した問題の番号を記入すること。

(7)こ の問題冊子は持ち帰ってよい。



問題 1 地質学  (100点 )

以下の問い (間 1, 問 2)に答えよ。

間 1 次の文章を読んで,設間 (1)～ (6)に答えよ。
岩石に働 く応力は,あ る面に対して直交する応力 (A)と 平行な応力 (B)に
分けられる。この関係を簡潔に表す図表がモールダイアグラム(図 1)である。これを

使うと地層や岩石の破壊条件や断層活動についてわかりやすく解釈できる。岩石の破

壊は,モール円が破壊曲線に接した時におこる。モール円の直径の値は (C)と 呼
ばれ,破壊を考えるときに重要である。
一方,流体は,容器の形に合わせて自由に形を変えられる。しかし,流体にはその

変形 (流動)に対する抵抗性があり,そ のことを (D)と 呼ぶ。流体はそれぞれ特
定の密度を持つもので,流体の運動特性は (D)と 密度で表せる。流れには 2種類
あり (図 2),(E)は 一直線に一定の速さで流れる。一方,(F)は 渦を巻きなが
ら流れ,速度も瞬間的に大きく変化する。

水の流れで粒子が運搬され堆積する時,流れの様式により地層の形態(ベ ッドフォ

ーム)が変化する。流れの様式を区分する場合, フルー ド数 (ル )が有効である。

図 1 モールダイアグラム

) (A)～ (F)に 当てはまる用語を下記から選択せよ。、
粘性, 層流,乱流,垂直応力,剪断応力,破壊応力,平行応力 ,

差応力,破壊曲線,降伏曲線,変形曲線,ク リープ,破壊点,降伏点

(2)(B)の 値が 0の場合,モール円の最大値と最小値の名称を記せ。

(3)図 1のモー′レ円で,最小の力で破壊が起こっている状態を示しているものを

a～ dの 中から選び,具体的にどのような応力場であるか,簡潔に説明せよ。

次ページに続く )
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(問題1の続き )
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(保柳ほか 2004を改訂 )

図 2 水路の底 における粒子 と流れの構造 を示す断面
(E,Fは本文中の E,Fに それぞれ対応する。)

(4)図 2の E部にある石英粒子 ア, イ, ウ のうち,粒子が停止 した状態から速

度を徐々に上げていったときに,最初に浮遊 し流れるものを選び,そ のlE由 を説明

せよ。

(5)フ ルー ド数(ル )について以下の記号を用いて説明せよ。

び:運動に伴 う速度 (m/s) Z: 水深 (nn)g:重力加速度 (m/s2)

(6)フ ルー ド数が 1よ り大きい場合にはどのようなベッドフォームを作るか。図を

使って説明せよ。

(次ページに続く )

- 2 -

ネ
ー

）



(問題1の続き )

問2Z地 域にて石油の分布を解明するために,地図の 5カ 所にて垂直掘削を行い、それぞ
れの掘削コアから傾斜を考慮した柱状図(図 3)を 作成した。以下の設問 (1)～ (3)
に答えよ。なお,Z地域では表層では地層の走向傾斜を測定しており,地層の側方への
厚さの変化は見られなかった。

走向傾斜

コア柱状図

一鰈目□囲日日国

Ｃ
」
〇
〇
【

黒色頁岩

シルト岩

砂岩泥岩コ層

粗粒砂岩

石灰岩

礫岩

凝灰岩

花商岩

EDCB

図 3 Z地域の地形図と掘削コアから作成した柱状図

(1)掘削コアから得られた地層から,Z地域の総合柱状図を作成せよ。
(2)総合柱状図の仝層厚は何メー トルになるか,以下の値から選べ。
200m,  400m,   600m,   900m,   1200m

(3)Z地域で石油採掘するのに最も適 した地質構造をもつ地点をA～ Eか ら 1つ選
べ。 また,そ の理由を述べよ。

亀V0

200m
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問題2 古環境学・古生物学 (100点 )

以下の問い (問 1,問 2)に答えよ。

問 1 次の文章を読み,設間 (1)～ (3)に答えよ。
下の図 1は化石記録にみられる海洋動物群の生態変化の一例である。そこで

は,系統が異なる動物群の間ではば同じタイミングで新しい生活様式が現れ,

同時に既存グループの生態が大きく変化している。例えば白亜紀にはカニ類

(c)が出現するが,そ れとほぼ同時代 (斜線部)に ,殻形態が従来の巻貝 (a)

と著しく異なるタカラガイ類 (b)が出現する。またウミユリ類 (d)0ま , この

時代に生息場所を大きく変えている。

a)オキナエビス類 (古生代～)
殻口が広い旧タイプの巻貝 :藻食

`c)力

二類 (節足動物)
/  っ4名 .●、バー ,ク 強力なハサミ
/  ́ ′ ′  ́ ′  ́  ́ ´ ′  ́ ′ ′

d) ウミユリ類 (棘皮動物)
古生代～白亜紀前期まで

浅海域で繁栄

図 1 海洋動物群の生態変化の例 a)と b)は軟体動物。
く出典>a,d:Br仕たh Museum(Natural Hた tory)(1975)ib,c:学 研生物図鑑 (1983)

(1)米国の盲目の古生物学者 G Vermelが ,図 1の変化を説明するために

提唱した仮説の名称を記せ。また,そ の仮説の内容を簡潔に説明せよ。

(2)こ の変化に関連して,斜線部の時代に新たな生活様式を確立し,そ のの

ち繁栄した動物群の名称を下からひとつ選んで答えよ。

ベレムナイト, 水管を持つ内生二枚貝, 三角貝, 魚竜

( 次ページに続 く )
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( 問題 2の続き )

(3)前ページの図 1中のEZコ に入る数値 (単位 :Ma)を記せ。また,斜線

部の時代の地球環境について簡潔に説明せよ。

問2 次の9つの用語から4つを選び,そ の内容や意義を簡潔に説明せよ。
(1)ケ イソウ (diaりm)

(2)シアノバクテリア (cyanobacteria;ラ ンソウ)

(3)南極環流 (Antarctic circumpolar current)

(4)黒色葉理泥岩 (well― laminated black mudstone;“ black Shale")

(5)化石鉱脈 (fossil Lagerstatten)

(6)層子L虫 (stromatOpproid)

(7)氷期―間氷期サイクル (glacial― interglacial cycle)

(8)化学合成群集 (chemosynthetic∞ mmunity)

(9)有殻微小化石動物群 (small shelly fauna;SSF)
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問題3岩石学・鉱物学(100点 )

以下の問い (問 1,間 2)に答えよ

間1 次の文章を読み,以下の設間 (1)～ (5)に答えよ

結晶を構成する原子は3次元的に規則正しく配置しており,一定の対称性を持つ。

結晶構造の最小の構造単位を 〔A〕 と呼び,そ れは結晶軸の長さ(α ,ろ ,ο)と それらが

なす角(α ,β ,γ )で表されるgこ れら6つ の値を 〔B〕 と呼ぶ。このような原子の規

則的な配列によって作られる面を 〔C〕 といい,結晶座標軸を用いて面指数 (ミ ラー

指数)に より指数づけできる。また,結晶の外形の対称性は,〔 D〕 ,〔 E〕 ,

〔F〕 ,および回転,の 4種類の点対称操作の立体的な組み合わせで表現できる。

(1)上の 〔A〕 ～ 〔F〕 に入る適当な語句を記せ。

(2)結晶は7つ の晶系に分類される。そのうち,立方 (等軸)晶系と直方 (斜方)晶
系以外の晶系の名称を3つ挙げ,それらの晶系の条件を例にならって記せ (例 :立

方晶系,α =ι =ο, α=β =γ =90° )。

(3)直方晶系において,原点に最も近い2つ の面,面 P(a軸 とα/2,b軸 とろ/3,c

軸とσで交差する)と 面 Q(a軸とα,b軸 とうで交差し,c軸 とは交差しない)を
図1に示した。それぞれの面指数を記せ。

(4)図 2の点 Al′ AO,Alは周期的 (距離α)に並んだ格子点である。点 AOを紙面に垂直

な回転軸として,Alと Alをそれぞれ時計廻り,反時計廻りにθだけ回転させ,そ
れぞれ点 Blと Blに移した (両者の距離をろとする)。 このとき,点 Blと Blも 格

子点の条件を満たすような回転操作には5種類しかないことを示せ。

(次ページに続く)
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(問題3の続き)

間2 図3は 1気圧におけるMg2Si04-S02系 の定性的な相図の一部である。以下の設問
(1)～ (5)に答えよ。ただし,メ ルトと固相は分離せず (系全体の組成は変化
しない),平衡を保ちながら状態変化するとする。また,設問 (3)～ (5)の解
答の際は, 図3の記号,お よび図3を フリーハンドで解答用紙に写したものを適宜

用いて解答せよ。

1557

r7

i500

1700
■

■

乃
　
”６

⌒Ｐ
）
爆
頭

Mg2Si04

(Fo)

M謂＼巧 鋳
“

Si°2

{シリカ鉱ヤ場

図3

(1)領域 A,B,C,Dに おいて安定に存在する相の組み合わせを Fo,En,シ リカ鉱物,メ
ルトの語句を用いて表わせ。

(2)組成■4の固体 Xを温度 ■から加熱した際,最初に融解が始まる温度とその際に
生成されるメルトの組成を記せ。

(3)設問 (2)での最初のメルト形成後も加熱を続けたが, しばらくは昇温が起こら

なかった。加熱を続けて再び温度が上がり始めるまでの状態変化と自由度の変化

を説明せよ。

(4)設間 (3)か ら更に加熱を続け,すべてが融解するまでのメルト組成の変化を温
度変化とともに説明せよ。

(5)組成あ のメルトYを温度 ■まで冷却する場合を考える。冷却に伴うメルトの組
成変化と晶出する鉱物種の変化について説明せよ。また,結晶化が完了したとき
の鉱物の組み合わせとその量比を「てこの原理」を用いて表現せよ。
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問題 4 化学  (100点 )

以下の問い (間 1,間 2)に答えよ。

問 1 水溶液中の鉄は,酸塩基および酸化還元の強さによつて,さ まざまな化学

種となる。その反応または半反応の例を以下の化学式 a)～υに示す。ただし,

e‐ は電子を表しており,水溶液は理想溶液とする。次の設問 (1)～ (6)
に答えよ。

→ Fe21+2 el―_Fe
b)Fe(OH)2+2H十

―
_Fe2++2H20

c)Fe3++c~―
―
Fe2+

o Fc(0⊃3+2H+~― Fe3++3H20
e)Fc(OH)2+2H++2o‐

―
_Fe+2H20

o Fe(OH):十 H+十 e‐ ~_Fe(OH)2+H20

g)Fc(OH)3+3Hす +e~―_Fe2++3H20

(1)化学式 a)～ g)には間違っている式が 1つある。その式を記号で示 し,正
しい式に直せ。

(2)式 b)の反応について,平衡定数 Kを濃度[Fe(OH)2],[Fe2+],IH」 を用いて

表せ。

(3)水溶液中で,Fe(OH)2と Fe2+の濃度が等 しいときの pHを ,Kを 用い

て表せ。

(4)化学式 a)～ g)を例にして,標準電極電位が 0(V)と 定義される半反応の

式を書け。

(5)化学式 a)～ g)において,標準電極電位が正値 (プラス値)と 負値 (マイナ
ス値)を持つ反応をそれぞれ 1つ選び,記号で示せ。

:(6)大 気圏や水圏に存在する分子で鉄の酸化還元状態を支配する物質を分子
式で記せ。

(次ページに続 く)
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(問題 4の続き)

間 2 放射性核種 87Rbは β‐壊変によつて 87srと なる。 この放射壊変を利用 し

て岩石や隕石の年代測定がなされている。次の設問 (1)～ (5)に答えよ。

(1)87Rbの数を[87Rb]と すると,[87Rb]の減少は時間
`を
用いて,以下のよう

に記述できる。ただし,λ は壊変定数である。

d[87Rb]
=λ [87Rb]

d′

この微分方程式を解け。なお,187Rb]の初期値を[87Rb]0と する。

(2)87Rbの壊変定数λは 1.42× 10~110r~1)である。87Rbの半減期を有効数

字 2桁で求めよ。必要なら, In 2=0.693を 用いよ。

(3)あ る岩石が形成 したときの[87Rb10が わかれば,設問 (1)で求めた式を

用いてその岩石の形成年代を求められる。 しかし,[87Rb]0は直接求める

ことはできない。そこで,87Rbの放射壊変によつて生成 した 87srの数

[87sr★ ]を利用する。 [87sr彙 ]を [87Rb]を使って表せ。

(4)岩石が形成 したときの 87srの数を187srloと すると,その岩石中の 87srの

数 [87sr]は ,[87sr]=[87sr]o+[87sl・
k]で表される。 ところで,Srには放

射壊変の影響を受けない安定同位体 86srが ある。そこで,両辺を 86srの

数 [86si]で割ると,

器二冊 +冊
・ となる。 この式で表 され る関係 を用いて年代測定ができる。ただ し,

[87sr彙 ]は設問 (3)で導いた答えで置き換える必要がある。この式で表さ

れる線を一般的に何 とよぶか。

(5)あ る岩石中の黒雲母 とカ リ長石の [87Rb]/[86sr]と [87sr]/[86sr]を 測定 した

ところ,それぞれ 148.0,2.78(黒 雲母),48.0,2.08(カ リ長石)であっ

た。設問 (4)で求めた式を用いて,この岩石の形成年代を計算し,以下

の a)～e)の中から最も近いものを選べ。計算過程も示すこと。必要なら,

ln(1+D～χ (χ ≪ 1の とき)を用いよ。

a)5億年  b)10億年  c)15億年 の20億年  e)30億年
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問題 5 熱力学 (100点 )

以下の問い (間 1,間 2)に答えよ。

間1 ギブズの自由エネルギー,エンタルピー,エントロピー,温度,圧力,体積をそれ
ぞれ G′″′S,■ P,7とする。以下の設問 (1)～ (5)に答えよ。

(1)ギブズの自由エネルギーε=″ ―TSを温度と圧力の関数として,その全‐微分を
S,7′ P′ 7を用いて表せ。

(2)ギブズの自由エネルギすからマックスウェルの関係式を1つ求めよ。

(3)エンタルピーはギブズの自由エネルギーを用いて以下のように表せることを示せ。

H=-72if卜
(争)IP

(4)あ る物質に対して圧カー定の条件下で温度を増カロさせたところ,あ る温度で A

相からB相へ 1次の相転移がおきた。A相 とB相のどちらのエン トロピーが大き

いか。また,その理由を横軸 T,縦軸 Gの図を書いて説明せよ。

(5)2次の相転移で定圧熱容量が不連続になる場合を考える。P-7面上での相境界
線の勾配は,定圧熱容量の変化量△ら と熱膨張率の変化量△αを用いて以下の式

で表せることを示せ。相境界上では二相のエン トロピーが等しくなることを用

いよ。

dP   △CP
dT  Ty△α

(次ページに続く)
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(問題 5の続き)

問2 次の図に示すような 1モルの理想気体のカルノ∵サイクル ABCDを考える。各点での
ア′P′ 7は図に与えられているものを用‐いよ。以下の設問 (1)～ (4)に答えよ。

D(ろ ,

C(/c,Pc,島 )
/

(1)以下の関係式を求めよ。

(2)温度T2の等温過程 ABで高温熱源から受け取る熱量o2,温度T.の等温過程 CDで低温
熱源に放出する熱量 o.に関して,以下の関係式が成り立つことを示せ。

92 T2
0. r.

(3)カルノーサイクルの熱効率ηεは以下の式で与えられることを示せ。

ηε=1下
発

(4)カルノーサイクルと任意の物質に対する任意のサイクル E′ からなる複合機関を考え

る。E′ では温度 T2の高温熱源から熱量 o′ を受け取 り,仕事 ″
′
をして温度 r.の低温

熱源へ熱量 91を放出する。次に逆方向のカルノーサイクルで,外からの仕事 ″ によ
って低温熱源から熱量 9.を取 り出し高温熱源へ熱量 o2を放出する。このとき, トム

ソンの原理を用いてサイクル E′ の熱効率ηはηcを超えないことを示せ。

４
一ち
〓
ら
一Ｌ

(4,P/,つ

B(4っち ,r21
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問題 6 カ学 (100点 )

以下の問い (問 1～問3)に答えよ。計算の途中経過も書くこと。

問 1質量が無視できるばね定数 たのばねの一端に質量 mのおもりをつけ,なめらかな水平面

上に置き,他端を固定する。下図のように,バネが自然長の位置を原点 (z=0)に取 り,

バネが伸びる方向を正にχ軸を取る。時間ι=0で ,″ =α (α >9)の位置までバネを引

き延ばして,静かに手を離してバネの振動を観察した。おもりは質点と扱ってよいものと

して、以下の設問 (1)～ (4)に答えよ。

(1)おもりの位置″の時間 tに関する運動方程式を記述し,一般解を求めよ。

(2)設間 (1)につ
}ヽ

て,t=0で π=α,霧 二0と いう初期条件の下での特解を求

めよ。

(3)設間 (1)の運動方程式から,力学的エネルギァの保存法則が成り立つことを示せ。

(4)おもりの1周期あたりの運動エネルギーの平均と位置エネルギーの平均を求めよ。

問22次元 (χ ,ν )平面内の質本の運動を考える。質量 mの質点が座標 (″ ,ν)に依存する力 Fを

受けながら 翻 断 す2つ喘 路,直線Qω =→ 激 物線Qし =:め 乞 点qQ0

から点A(2,2)ま で運動してぃるとする。αを正の実定数とし,Fの ″成分鳥 =2α″ν,ν

成分為 =α″
2と する。このとき,以下の設問 (1)～ (3)に答えよ。

(次ページに続く)
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(問題 6の続き)

(1)Cl,C2の 2つの経路に沿って,質点が点○から点 Aまで運動したときに受けた仕

事 T/=/A Foαrの値を,それぞれ求めよ。だたし,αTは質点の位置の微小変位ベ

クトルである。

(2)質点が経路 Clを通って点 Oか ら点 Aに移動したあと,経路 C2を逆にたどって点

Oに戻った場合,こ の 1周経路の間に質点が受けた仕事を求めよ。

(3)設問 (1),(2)の 結果に基づき,点 Oを基準とする位置エネルギーを表す関

数 び(π ,ν )を求めよ。

問3地球を質量がν ,半径 Rの球と考え,密度は球対称であるとする。地球の中心からr(γ ≧o
の距離にある質量 mの質点には地球からの万有引力が働き,それは地球の全質量が中心

に集まってできる質点の及ぼす万有引力に等しい。χ ≫ mであり,空気の抵抗や地球の

自転にともなう効果は無視できるものとして,以下の設問 (1)～ (4)に答えよ。

(1)万有引力定数をθとして,地球の中心からγの距離にある質量 mの質点に働 く,

万有引力による加速度の大きさを求めよ。

(2)設間 (1)に基づき,無限遠を基準にとったときの,質点に働く万有引力による位

置エネルギー (重カポテンシャル)び (r)を 求めよ。

(3)地表から真上に向かって質量れの質点を初速度の大きさυOで投げ上げることを考

える。質点が地球の中心から離れるに従い,地球の中心からの距離 rに依存する万

有引力のため質点の速さυは減速し,やがて 0と なり,その後は地表面に落下する。

そのときの最高到達距離 rmを求めよ。

(4)設問 (3)で ,質点の初速度の大きさυOがある値より大きくなると,質点は地球

の万有引力により落下して来なくなる。その時のυ。の最小値を求めよ。
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問題 7 電磁気学 (100点 )

以下の問い (間 1～間3)に答えよ。

問1 無限に長い直線イ上に電荷が一様に分布しており,その線密度はσ (σ >0)である。
以下の設問 (1)～ .(3)に答えよ。
(1)直線イを含む任意の平面上で,電場Eは どのように分布するか。解答用紙に直線 Z
とその周囲に形成されるベクトル場Eを図示せよ。定性的な図でよい。
(2)直線′からの距離が″の′点における電場の大きさをEどする。″の関数としてE(r)

を求めよ。ただし真空中の誘電率をもとする。計算過程も示すこと。

(3)静電ポテンシャルψを,′ の関数として求めよ。ただし″=α (>0)でψ≡0とする。
計算過程も示すこと。

間 2 直交座標系 (χ,ッ,Z)に おいて,B=鳥 (χ)ez,
a(χ)=島 +臓 (島 ,た は定数)で表される静碑場が

ある。ezは z軸方向の単位ベクトルである。図 1の

ように,χ 軸,ノ 軸に沿う辺の長さがともにaである

正方形の平イルがある。このコイルをッ面内で一定

の速度で動かす。以下の設問 (1)～ (3)に答え
よ。

(1)コ イルをッ方向に一定の速度
"eッ
(2>0,eッ は

ッ方向の単位ベク トル)で動かすとき,コ イルに

発生する誘導起電力はいくらか。理由とともに答

えよ。 .

(2)コイルの頂点の位置が (χ ,ッ,0),(χ  tt α,ッ,0),(χ ,ノ +α ,0),(χ +α ,ノ +α,0)の とき,コ
イルを貫く磁束Φを計算せよ。計算過程も示すこと。

(3)コイルをχ方向に一定の速度ソe,(ソ >0,exは χ方向の単位ベク トル)で動かす と
きコイルに発生する誘導起電力を計算せよ。計算過程も示すこと。

(次ページに続 く)
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(問題 7の続き)

間 3 半径α,長さ′(′≫α)の 円柱が中心軸方向に強さMで一
様に磁化 されている。この円柱を真空中に置き,円柱の中心
Oが原点 で z軸 が円柱 の 中心軸方 向 とな る直交座標 系

(χ,ッ,Z)を導入する (図 2)。 以下の設問 (1)～ (3)に答え

よ。

(1)磁化電流 (電流密度でi″ =▽×Mと表される)はどこを
どのように流れているか。解答用紙に円柱を描き,磁化電
流 (ベク トル)を表す矢印を書き入れよ。定性的な図でよ
い 。

(2)平面ッ=0(″ 面)内で磁力線 (磁束密度 Bの流線)は
どのようになるか,その概形を解答用紙に記せ。円柱の縁
(長方形)も書き入れること。
(3)無限に広い平面z=0(ッ 面)を貫く全磁束はいくらか。
その値 と,そ う結論する理由を述べよ。理由の説明には図
を用いてもよい。

図 2
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問題8 物理数学 (100点 )

以下の問い (間 1～間5)に答えよ。解答用紙には計算の途中経過も書くこと。

間 1(― j)2ι を求めよ。ただし,jは虚数単位である。

問2正 則術 JИ =(::)に ついて,設問 (1),設問 (2)に答えよ。ただし,αは正

の実数の定数である。

(1)スが正則行列であることから,αが満たす条件を求めよ。

(2)スの固有値と規格化した固有ベクトルを求めよ。

問3 常微分方程式
チ:十
χ tt y=0を満たす yの一般解を求めよ。

間4 3次元直交座標系 (χ′y′ Z)において,ベタトルr=―
:ι
―
:ノ
+:たと原′点以外で

定義したスカラー関数 φ(χ′y,Z)=χ
2+y2+α z2について,設問 (1)～ (3)に答

えよ。ただし,こ′ノ′たは χ′y′ z方向の単位ベクトルで,αは0でない実数の定数である。

(1)φについて r方向への方向微分係数を求めよ。

(2)座標 (α′1,-1)において r方向のベクトルが φ〓ε (定数)で定義される曲面
に接するとき,αの値を求めよ。

(3)座標 (α′1′ -1)において r方向のパクトルが φ=σ (定数)で定義される曲面
の法線ベクトルであるとき,αの値を求めよ。

問5 以下のように定義される周期2πの関数 f(χ)と周期4πの関数 θ(χ)を,それぞれフー

リエ級数であらわせ。ただし,αとβはいずれも0でない実数の定数である。

ノ(χ)={… 1  〔F[:二隻lil)
θ(χ)={:軍

:  lτ誓√Fダ:∫ )
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